
国際シンポジウム ・記念講演

「世界か ら見た日本文化 多文化共生社会の構築のために」報告
伊坂青司(人 文学研究所所長)

「世界か ら見た 日本文化 多文化共生社会の構築のために」 とい うテーマを設定 し,2005年11月11

日 ・12日の両 日,横 浜キャンパス ・セレス トホールにおいて国際シンポジウム ・記念講演 を開催 した。

神奈川大学外 国語学部設立40周 年,お よび国際文化交流学科新設 を記念する事業の一環 として,外 国

語学部 と人文学研究所 を主催団体 とし,人 文学会の協賛を得て行われた。

報告 にあたって,ま ず開催趣旨とプログラムの一覧 を示 しておきたい。

神奈川大学外国語学部設立40周 年 ・国際文化交流学科新設記念

国際 シンポジウム ・記念講演

「世界から見た 日本文化一 多文化共生社会の構築のために」

主催:神 奈川大学外国語学部

神奈川大学人文学研究所

協賛:神 奈川大学人文学会

【開催趣 旨】

世界のグローバ リゼーシ ョンが進行するなかで,諸民族固有の多様な文化が均質化 されつつあ ります。

その ような時代趨勢のなかで,風 土 と歴史 に培われた伝統的な民族文化 の固有性 を見直そうという気運

も生 じています。欧米の文化 を受容 して現代 に至 っている日本で もまた,伝 統的な文化の固有性が失わ

れたわけではな く,む しろグローバ リゼーションの進行 のなかでその価値 を改めて見直す ことが求めら

れています。

日本近代化の拠点 となった横浜では今 日,多 様 な異文化の交錯する都市 として,日 本文化 と異文化の

交流 しあう共生社会の構築が焦眉の課題 となってい ます。 この ような横浜 に位置する神奈川大学 におい

て,世 界か ら見た日本文化の特質 と世界 に向けた日本文化発信 の可能性 について,東 アジアお よび欧米

における第一級の 日本研究者の視点か ら縦横 に論 じていただ きます。積極 的にご参加下 さい。(入 場無

料,使 用 吾語:日 本語)

【プ ロ グラ ム 】

第一部 国際 シンポ ジウム

ロ 時:2005年11月11日(金)午 前10時30分 ～午後5時30分

会 場:神 奈 川大学 横浜 キ ャンパ ス ・16号 館 セ レス トホール

開会挨拶:神 奈川大学外国語学部長 山口建治

総合司会:神 奈川大学人文学研究所所長 伊坂青司
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午前の部 報告(10時30分 ～12時)

メアリー ・ナイ トン(東 京大学教養学部 ・比較文学比較文化助教授)

「戦後占領を脱す る日本文学 と文化 現在の観点か らの読み直 し」

午後の部 報告(1時 ～4時30分)

王勇(1折 江工商大学 ・日本語言文化学院院長)

「坐 る仏 と立つ神 日本文化への視座」

シュテフィ ・リヒター(ラ イプツ ィヒ大学東アジア研究所長 ・日本学科主任教授)

「「実体」 としての 日本か 「クール」な 日本か一 一グローバル化時代 における日本研究のチ ャンス と

リスク」

シンポジウム全体討論(4時30分 ～5時30分)

コメンテーター:鈴 木彰(神 奈川大学外 国語学部助教授)

第二部 記 念講 演

日 時:2005年11月12日(土)午 前10時30分 ～午 後5時

会 場:神 奈 川大学横 浜 キ ャ ンパ ス ・16号 館 セ レス トホ ール

午前の部(10時30分 ～12時)

川田順造(神 奈川大学大学院 ・歴史民俗資料学研究科教授)

「世界のなかの 日本文化 を考える その方法 をめ ぐって」

司会:伊 坂青司(人 文学研究所所長)

午後の部(1時 ～2時45分)

ドミトリ ・ラゴージン(ロ シア科学アカデ ミー社会科学研究所主任調査官)

「現代 ロシアにおける日本文学」

コメンテー ター:中 本信幸(神 奈川大学名誉教授)

山火正則学長挨拶

特別記念講演(3時 ～4時30分)

ドナル ド・キーン(ア メリカ ・コロンビア大学名誉教授)

「日本 の秘め られた文学」

司会:水 野晴光(人 文学研究所 「文化のかたち」研究会代表)

以上の開催趣旨とプログラムに従 って行われた国際 シンポジウムと記念講演の概要は,以 下の通 りで

あ る。

開会冒頭で山口建治外国語学部長 は,今 回の国際シンポジウムと記念講演が神奈川大学外 国語学部設

立40周 年 と国際文化交流学科新設 を記念 する ものであ り,と りわけ国際文化交流学科の新設が外 国語

学部の再 出発 となるであろう意義 を強調 した。

第一部 と して行 わ れた 「国際 シ ンポ ジ ウム」 の最初 の報告 は,メ ア リー ・ナイ トン女 史 に よる 「戦後
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占領 を脱する日本文学 と文化一 現在 の観点か らの読み直 し」であった。女史は,戦 後 日本の女流作家

である倉橋 由美子 の作品 『パルタイ』 と 『ス ミヤキス トQの 冒険』 を採 り上げ,1960年 代の 日本 にお

ける 「革命」精神 に孕 まれた複雑性 を,そ れらの作品解釈によって浮 き彫 りに した。その解釈 は,文 学

テキス トのなかに止 まる ものではな くて,「 革命」精神 に見 られる 「有機的な もの」(「細胞」)と いう生

命論的 ・生物学的概念 を,現 代建築運動の理論である 「メタボリスム」(新 陳代謝)と 対比的に論 じる,

興味深い視点によって裏付けられた ものであった。

午後の部では,工 勇氏が 「坐る仏 と立つ神 日本文化への視座」 と題 して報告 された。日本独特の

茶室や 日本庭園の枯山水,そ して広隆寺の国宝 「半伽思惟像」などを例 にして,日 本文化のなかにある

「坐 る」姿勢が西洋文化 のなか にある 「立つ」姿勢 と対照的であることを指摘 した。そ してこの東洋文

化 にも共通す る 「坐る」姿勢が,内 面的な精神世界へ と通 じることの重要性 を強調 された。「坐る」文

化が 日本 に限定 されるものではな く,ア ジアの道のネ ットワークのなかで理解す ることができるという

視点は,日 本文化 とアジアの文化交流 にとって重要な ものである と感 じることがで きた。

続いて,シ ュテフィ ・リヒター女史 は 「「実体」 としての 日本か 「クール」 な 日本か グローバル

化時代 における日本研究のチ ャンス とリスク」と題 して報告 された。近代社会のなかでは 日本学や日本

研究 はナシ ョナ リズムの枠 内にあったが,1970年 代以 降,「 方法的ナシ ョナ リズム」を克服 しようとい

う試みが出て きていることが指摘 された。文化 のアイデ ンティティを不断 に分節化することによって,

「日本」 もまた「世界か ら見た日本」「日本 と ドイツ」「東 アジアにお ける日本」といったフィギュレーショ

ンによって分節化 されるべ きことが提示 された。 日本研究のリスクを,む しろこれか らの 日本学 にとっ

てのチャンスとして積極的に捉 えるとい う視点が印象深かった。

シンポジウムの全体討論 は,コ ーデ ィネーターの鈴木彰氏の司会によって進め られ,鈴 木氏から提題

者への質問 と提題者相互のディスカッシ ョンによって,基 調講演の内容がよ り豊かで鮮明なもの となっ

た。討論の多岐にわたる内容についてカバーす ることはで きないので,ポ イン トになる部分のみをピッ

クアップするにとどめてお きたい。

メア リー ・ナイ トン女史は,倉 橋 由美子 の作 品に象徴 される1960年 代 の 日本の文化状況が現代 日本

にもつ ながっている側面 のあることを指摘 された。倉橋 の文学や60年 代 の日本 の状況が,は たしてア

メリカにおいて理解で きるか どうか とい う点 については,ア メリカの60年 代 の状況 とは必ず しも共通

する ものではない とされた。む しろ現代 の 日本の学生 は,60年 安保闘争 の学生運動の ように活動する

ことはないが,別 の方法で運動の生 じる可 能性 は否定で きない とされた。また60年 代 の建築運動 とし

てのメタボ リズムは,同 じような規模ではないにして も,黒 川紀章 に見 られるように現代 日本 にもつな

がっていることが指摘 された。そ して生物学的な概念 であるメタボリズムが,現 代の生物学における遺

伝了の構造 にも通 じるという指摘 は,興 味深い問題 につながる ものと思われた。

王勇氏は 日本の文化をアジアの文化交流史 とい う文脈のなかで理解する視点か ら,シ ルクロー ドなら

ぬブ ックロー ドについて解説 された。 日本 から派遣 された遣唐使は20年 に1回 と多 くはないが,中 国

と日本の文化的共通性 を感 じさせ るのは書籍の伝播 による という。正倉 院に遺 された書籍のように,日

本人 も中国人 と同 じ書籍 を読んだゆえに,共 通 した精神風景が形成 されてきたとされた。 また,西 洋 と

東洋 を対比す るステレオ ・タイプの議論 に対 しては,「 坐 る」文化の ように風土のなかで形成 されて き

た生活様式の共通性 を指摘 された。 さらに西洋 と東洋 という対置ではナシ ョナル ・アイデンテ ィティを

脱構築するのではな くて再構築 す ることにならないか という質問に対 しては,ア ジアの文化のなかの多

様性の側 面を浮 き彫 りにす るためにも,西 洋 と東洋 との対比が有効であるとされた。

シュテフィ ・リヒター女史は,文 化的多様性 とい う観点か ら,ま た異 なったパ ースペ クティヴから,

エ リア ・スタディーズを研究対象 にする必要性 を改めて強調 した。 また日本のポ ップカルチャーが外 国
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に与える影響力が一般には評価 され,ま た漫画やアニメが研究対象 として認め られるようになっては き

たが,そ れ らが どうして日本だけではな く欧米やアジアに広がっているのかを理解するには,現 代 の生

活様式や社会の機能のあ り方 を全体 として見ることが重要であるとされた。 さらには,ド イッにおいて

日本学が置かれている状況の リスクを,む しろ日本学 と中国学 を東 アジア学 として統合するなど,国 際

的な連携による日本研究 とい う方向性へのチ ャンス として捉えることが改めて提示 された。

*

二 日目の第二部は,3名 の先生方に記念講演 を していただいた。

午前の部では,川 田順造氏に 「世界のなかの 日本文化 を考える一一その方法 をめ ぐって」 と題 して講

演いただいた。グローバル化のなかで多文化の共生 はどのように して可能か,日 本文化 は世界 のなかで

どのような位置 を占めるか という二つの問いに答えることを課題 として,グ ローバル(地 球規模)を ユ

ニヴァーサル(普 遍的)と 混同することな く,ロ ーカル(地 方的)な 文化 の価値 に視点 を置 くことが ま

ず提示 された。幕末から明治期の 日本文化が ヨーロッパでどのように理解 されていたのか,文 化の遠近

法 という手法 と図像 を用いなが ら検証 された。具体的な例 として,日 露戦争前後の時代にプッチー二の

オペラ 「マ ダム ・バ タフライ』に映 し出 された 「日本」 は,当 時の ヨーロッパ と日本 との特殊 な関係の

なかで作 られた もので,け っして普遍的なものではない とされた。 ヨーロッパの 日本理解は固定的に捉

えられるべ きではな く,変 動する歴史的条件のなかで変化する ものであると同時に,日 本人にとっての

「世界」 もまた歴史的状況 によって異 なる ということが強調 された。「日本」 と 「世界」 との関わ りが歴

史的状況のなかで変化する という視点は,図 像 を資料 に しなが ら具体的で説得 的であ り,講 演の後の会

場 との質疑応答 もまた活発 に行われた。

午後の部では,当 初記念講演 を予定 していたヴャチェスラフ ・V・ イワーノブ氏(ロ シア ・世界文化

研究所所長)の 来 日が困難にな り,事 前に送っていただいたロシア語原稿の 日本語訳 「ロシア学者か ら

見た 日本仏教」 を会場で代読することとした。 ロシア語か らの翻訳 と代読 については,本 学のロシア語

担当で人文学研究所 の常任委員でもある堤正典氏が担当 した。

それに引 き続いて ドミ トリ ・ラゴージン氏 に 「現代 ロシアにおける日本文学」 と題 して講演 をしてい

ただいた。 これまでのロシアでは,日 本研究者や翻訳者 によって日本の古典文学 と日本文学の紹介が行

われ,世 界文学の 一・部 として広 く認め られる ようになってい る現状が報告 された。特 に90年 代 の改革

の結果,「 自由空間」 となったロシア社会のなかで,読 者の関心が現代 日本文学 にシフ トし,い わゆる

「村上春樹ブーム」が生 じるなどの現象が生 じている という。 その ような現代文学への関心の高 まりの

背景に,「 ハイテク」風景 と神話的意識の結びつ き,現 代文明のなかの 「怪 しい」感覚,日 常生活に満

ちる神秘主義,自 然への 「親 しい」態度 などが指摘 された。 また近年のロシアにおける俳句 コンクール

や連歌のインターネ ット・サ イ トなども紹介 され,ロ シア社会 における日本文学へ の関心の現状 を知 る

ことができた。

講演 の後,コ メンテーターの中本信幸氏か らコメン トがあ り,そ れ を踏まえて会場 との質疑応答が活

発 にかわされた。

特別記念講演 に先立 って,山 火正則学長か ら挨拶があった。神奈川大学 のこれ までの歩み と全国の大

学 における神奈川大学の位置づけを概観 しつつ,今 回の国際シンポジウムが外国語学部設立40周 年お

よび国際文化交流学科新設 を記念 して行 われることから,特 に国際文化交流学科の担 うべ き課題 と国際

交流に果たすべ き役割 について述べ られた。またシンポジウムの報告者,記 念講演の講演者,と りわけ
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特別記念講演 を引 き受けていただいた ドナル ド ・キー ン氏への謝辞が述べ られた。

ドナル ド・キーン氏の経歴 と著作が司会の水野晴光氏 によって紹介 された後,氏 は 「日本の秘められ

た文学」 と題 して特別記念講演をされた。 日本の 日記文学をテーマにして,平 安朝か ら現在に至る日記

の伝統が,日 本に しかない文学のジャンルとして性格づ けられた。 日記 は平安朝の公家では,長 男が誤

りなく先例に従って行動するように書かれた 〈公 〉の日記であったが,同 じ時代の女性 は自分 の悩みを

日記の中で語 り,こ の 〈私 〉の日記が文学 として読まれるようになった とい う。 また鎌倉時代 から旅 日

記が多 く書かれ,京 都か ら鎌倉へ旅行する途中で見た ものが 日記 に描写 された りしたが,徳 川時代 の旅

日記の最高の ものである芭蕉の紀行文 には,過 去の歌 に詠 まれた 「歌枕」か らインスピレーシ ョンを受

けるとい う文学的な目的があった とい う。文学 としての価値がないように見える日記で も,本 人にとっ

て大事であるだけではな く,時 代 の世相 を伝えるもの として価値があるのであ り,ご み と一緒 に捨てら

れている日記は 「秘め られた文学」であるとされた。氏の講演 と会場 との質疑応答 により,日 本におけ

る日記文学の伝統 と日記の持つ意味 を改めて見直す きっかけになったと思われる。

*

二 日間に渡 って行われた国際シンポジウム・記念講演 の参加人数 は,第 一 日目の国際シンポジウムが

延べ約800名,第 二 日目の記念講i演が延べ約350名 で,二 日間を通 してみる と延べ約ll50名 とい う盛況

であった。 また記念講演の後 に開催 された レセプシ ョンには約60名 の方々に参加 していただ き,盛 況

の うちに全 日程 を終 えることがで きた。

私たちの企画 に賛 同して,ア メリカ ・ドイツ ・ロシア ・中国から遠路 はるばる来 日していただ き,ま

た国内からもお忙 しいなか報告 と討論 、そ して講演 をしていただいた方々に,厚 く御礼 を申し上げたい。

今回の国際シンポジウム ・記念講演の成果 については,2006年 度 に 『人文学研究叢書23』 として刊行

を予定 している。

また今回の企画は,神 奈川大学学術交流事業予算 によって実現 した。学長 を始め とする教学執行部,

また学長室のご支援 に御礼 を申し上げたい。 さらに,今 回の企画 を外国語学部設立40周 年記念事業 と

して位置づけていただいた山口建治外国語学部長,な らびに実際の運営 に携わっていただいた実行委員

のメンバー,人 文学研究所の運営委員のメンバー,そ して同研究所の事務の方々,ア ルバ イ トの学生諸

君 に感謝 したい。
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